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アンリツグループの２０２０年の企業像「２０２０ＶＩＳＩＯＮ」と、そこに至るプロセス
「ＮＥＸＴ１０」を通じての経営基本戦略と成長ドライバー、数値目標を概略、説
明します。



最初に、２０１１年度の経営成績について、従来の３ケ年計画ＧＬＰ２０１２の最
終年度２０１２年度の経営目標と比較します。

２０１１年度の経営成績は、主要な経営指標（売上高、営業利益率、ＲＯＥ、ＡＣ
Ｅ）のすべての目標値を上回ることができました。

つけ加えて、想定為替レートの変動による売上高の調整を加味すれば、５ケ年
計画Anritsu120 の主要な経営目標まで、すべて達成することになります。

この経営成績を受けて、新たな中長期の経営目標の設定に取り組みました。

4



２０２０ＶＩＳＩＯＮは、経営の基本戦略「利益ある持続的成長」を軸に、大きく２本
の柱で構成されます。

グローバル・マーケット・リーダーとして、ワールドクラスの強靭な利益体質を構

築していきます。そしてグローバル・マーケット・リーダーにふさわしいオリジナ
ル＆ハイレベルな顧客価値、社会価値を提供することによって、アンリツらしい
有形、無形の企業価値を創造します。

主力の計測事業の中長期の成長ドライバーは「モバイル・ブロードバンド・サー
ビス」のますますの発展と普及です。その大きなトレンドの下、既存のソリュー
ションの進化のみに依存することなく、事業革新と新規ビジネスの開発にも注
力します。そして計測事業以外の分野においても、アンリツグループのコア・コ
ンピタンスと先進性を活かした事業創発に取り組み、次世代の柱となる事業の
開拓に挑戦していきます。

ＮＥＸＴ１０（２０１１～２０２０）の時間軸の中で、以上の２大重点課題を推進する
ために、経営インフラの整備と充実にも取り組んでいきます。
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中長期の経営基本戦略の主な要素について事業毎に説明します。

（１） 計測事業

電子計測市場の年平均成長率は、３～５％が見込まれます。アンリツは、そ
のコンセンサンスの中でも高い成長率が期待できる分野である①モバイル・ブ
ロードバンド・サービス市場と、②アジア市場 を軸に競争力の強化に努め、売
上高成長率７％以上の達成に挑戦していきます。中長期の目標とする営業利
益率の水準は、２０％以上です。

（２） 産業機械事業

食品、薬品などの包装工程における品質保証市場の年平均成長率は、３～５
％が見込まれます。アンリツは先進の日本市場で築いたトップサプライヤーとし
ての地位を活かして、今後、巨大な市場に成長していくことが期待されるアジア
市場および北米市場を軸に、売上高成長率７％以上を目指します。中長期の
目標とする営業利益率は、１２％以上です。

（３） グループ全体の中長期の目標とする営業利益率は、１８％以上です。

6



計測事業のみならず情報通信事業やデバイス事業に至るまで、アンリツグル
ープは、ＩＣＴサービスに関わるビジネスを展開しています。

ＩＣＴ分野における成長ドライバーは、世界的なモバイル・ブロードバンド・サービ
スの拡がりです。

そのトレンドを顕著に表すのが中長期にわたる、①３Ｇ、ＬＴＥの普及拡大であり
、②モバイルデータトラフィックの爆発的な増大です。エンターテイメントなアプリ
ケーションから社会の基本的なインフラにいたるまで、持続可能な社会を実現
するために、「いつでも、どこでも、安全、安心、快適につながる」ネットワークの
存在は不可欠です。アンリツは、無線、有線のすべてをカバーする先進の計測
カンパニーとしての特徴を活かして、社会とお客様のネットワーク課題を解決し
ていきます。アンリツは、グローバル・マーケット・リーダーとして、お客さまのベ
スト・パートナーを目指します。
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産業機械事業は、主力の日本市場がほぼ横ばいで推移する見込みの中、巨
大市場に育ちつつある中国、アセアン市場での事業展開を加速していきます。
長期目標として、海外売上高比率を５０％まで引き上げることをにらんで、海外
の経営資源の拡充策に努めます。アンリツは、安全、安心、健康で豊かな生活
と社会をサポートするために、食品薬品の品質保証ソリューション分野のベスト
パートナーを目指します。
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中長期の経営基本戦略において、目標とする成長率、利益率を説明しました。

ここでは、アンリツが創業１２０年を迎える２０１５年３月期、２０１４年度を最終
年度とする３ケ年計画、ＧＬＰ２０１４の数値目標を紹介します。

なお、数値目標は国際会計基準ＩＦＲＳベースです。



アンリツグループは、お客さまからベストパートナーとして選ばれるために、先
進的で信頼されるグローバル・マーケット・リーダーを目指します。

アンリツグループは、今回、発表した中長期目標を達成するために一層の努力
を重ねてまいります。

株主、投資家の皆様の叱咤激励とご支援をお願い申し上げます。
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